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商品名等
（電気用品名等）

介護用入浴装置

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　電動力を応用した要介護者用の入浴装置である。
　①入浴者は専用車椅子又はストレッチャーごと本装置内に収まり、シャワーを用
　　いて身体を洗う装置。
　②車椅子の座面等ごと浴槽内に収まり身体の洗浄を行う装置。

○構造、仕様、意匠
　装置の機能・形状は、多種多様である。
　給湯は外部から供給される。
　　定格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、１００～１ｋＷ程度
　
○ 主な使用者、販売先
病院、療養型医療施設、老人保健施設、介護保健施設、在宅入浴用等

２　対象・非対象の解釈

　特定電気用品以外の電気用品中、電動力応用機械器具の「その他の理容用電動力
応用機械器具」として取り扱う。
　
（理由）
　シャワー・入浴は身体を清潔にすることが目的であり、本製品は「理容」用と判
断される。
　従って、特定電気用品以外の電気用品中、電動力応用機械器具の「その他の理容
用電動力応用機械器具」として取り扱うのが妥当と判断する。　


